
平成21年度では、26地区において以下の事業を実施した。
地域で生物多様性の保全再生に資する活動に取り組んでいる協議会に対し、原則として①と②をあわせて実施。
①地域における保全活動推進方法の具体化、広報事業、生物多様性保全のための協議会運営事業等の実施を支援。
②湿地環境の保全や希少動植物の保護増殖等といった生物多様性の保全のための活動に対し交付金を交付。

－

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

各地域における、希少野生動植物種の保全、野生鳥獣の保護管理、外来生物による生態系への影響等の軽減・防
止、全国的な観点から生物多様性の保全上重要な地域における保全活動等への支援を行うことで、国土全体の生物
多様性の保全を推進する。

地域における生物多様性の保全等に関する活動を支援することにより、国土全体の生物多様性の着実な保全を図り、
自然共生社会づくりを推進する。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

242

執行率 － 97.0 96.2

242

事業番号 １６５

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　         (環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成20年度生物多様性保全活動支援事業
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握水準・
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見直しの
余地

　現状維持

　(地域における生物多様性の保全に対する取組は重要であり、それに対する支援である本事業については、必要性は高いと思
われるが、引き続き効率的な事業実施に努めること。)
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平成21年度までの執行状況等を踏まえ、平成22年度においては、生物多様性地域戦略等の法定計画の策定や、計画
に基づく先導的な事業に対する支援等、事業内容の拡充を図った。
本年10月に開催される生物多様性条約COP10において、生物多様性の状況改善に関する目標が検討される予定であ
り、その実現のため、地域における生物多様性の保全等に関する活動を支援し、先行的・効率的な活動をより一層進
めることが必要。
また、各事業について事業計画の精査、課題や目的の明確化を行い、効率的な実施を図る。

事業採択に当たっては、専門家の意見なども聞きつつ事業実施の必要性、有効性等を十分検証している。
また、必要に応じ職員が現地出張し、事業進捗や内容の把握を行っている。成果物については報告書を精査し、当該
事業の実施結果及び使途の確認を行っている。

21年度

執行額

予算額(補正後） 130

97 125

－

総事業費(執行ベース) － 97 125

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室
自然環境計画課

生物多様性地球戦略企画室

上位政策

室長　鳥居敏男自然環境局

一般会計

担当部局庁

生物多様性の保全等の推進に必要な経費

関係する計
画、通知等

生物多様性基本法
第４条　国の責務、　第８条　法制上の措置等
第14条　地域の生物の多様性の保全
第21条　多様な主体の連携及び協働並びに自
発的な活動の促進等

生物多様性国家戦略２０１０
第２部第２章第３節２　経済的措置

22年度 23年度要求19年度 20年度

○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

19年度 20年度 21年度

－ 0 0



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

19年度 20年度 21年度

－ 0 0

環境省

１２５百万円

地域における生物多様性の保全等に関する活動を支援することにより、国土全体の

生物多様性の着実な保全を図り、自然共生社会づくりを推進する

A. 生物多様性保全協議会

【２５機関】

１２百万円

【公募・委託】

各地域の保全活動推進方法

の具体化、広報事業、生物多

様性保全のための協議会運営

事業の実施

B. 生物多様性保全協議会

【２６機関】

１１３百万円

【公募・交付】

各地域の保全活動及び環

境学習支援の実施

中池見湿地生物多様性保全協

議会 0.9百万円

富士見町アツモリソウ再生会議

0.8百万円

環境アニメティッドやお

0.9百万円

東近江市野生生物保護管理対策

協議会 0.8百万円

名古屋ため池生物多様性保全協

議会 0.8百万円

アルゼンチンアリ対策広域行政協

議会 0.6百万円

東三河自然環境ネット

0.6百万円

朱鷺と暮らす郷づくり推進協議会

0.6百万円

コウノトリ生息地保全協議会

0.6百万円

知床・海と森の生物多様性保全協

議会 0.7百万円

中池見湿地生物多様性保全協議会

7百万円

東近江市野生生物保護管理対

策協議会 7百万円

富士見町アツモリソウ再生会議

7百万円

たかしま獣害対策協議会

7百万円

アルゼンチンアリ対策広域行政協

議会 7百万円

東三河自然環境ネット

5百万円

知床・海と森の生物多様性保全協

議会 5百万円

いなみ野ため池ミュージアム運営

協議会 5百万円

環境アニメティッドやお

7百万円

田原市アルゼンチンアリ協議会

7百万円

ほか１５機関 ほか１６機関

※１機関は 委託は受けず、交付金事業のみ実施

（上位10件）（上位10件）



費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

A. 生物多様性保全協議会 E.

使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

0計 0 計

交付金
中池見湿地（福井県）における希少野
生動植物の保全管理ならびに賢明な
利活用推進事業

7

B. 中池見湿地生物多様性保全協議会 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 7 計

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途

0計 0 計

委託費
※支出先については、すべて100
万円以下である

○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

19年度 20年度 21年度

－ 0 0


